
(事務連絡 )

令和 4年 3月 1日

公益社団法人 長野県建築士会ながの支部 様

長野市建設部建築指導課長

屋根の強風対策の推進について

平素より長野市の建築行政に対 しご理解 とご協力をいただき誠にあ りが とうご

ざいます。

建築物に関連する防災知識の普及や、防災関係法令・制度の周知徹底 を図 り、

建築物の防災対策の推進 を目的 とした建築物防災週間 (令和 3年度春季)が、令

和 4年 3月 1日 か ら令和 4年 3月 7日 まで実施され ます。

さて、近年の台風被害を踏 まえて、令和 2年 12月 7日 に建築基準法の告示基準

(昭 和 46年建設省告示第 109号 )が改正され、 「瓦屋根標準設計 ・施エガイ ドライ

ン」に準拠 した 「ガイ ドラインエ法」が建築基準法の告示基準に位置付けられ ま

した。これにより、令和 4年 1月 1日 以降、新築時の建築物の全ての屋根瓦を緊

結する必要があ ります。

既存建築物につきましても、屋根の耐風性能が十分でないおそれのある建築物

は強風により周囲に被害を及ぼすおそれがあるため、新たな告示基準に適合 した

ものとなるよう強風対策について措置を講 じることが有効です。

つきましては、告示改正及び既存建築物の強風対策について、貴会員への周知

等ご協力をお願いいた します。

※同封 したパ ンフレッ トには既存建築物に対する補助制度について記載があ り

ますが、本市において当該補助制度はあ りません。

問い合わせ先

長野市建設部建築指導課

指導担 当・審査担 当

TEL 026-224-5076 ・ 224-5048



令和 4年 1月 1日 以降、瓦屋根は、以下の緊結方法でしS、 く必要があります

軒、 けらば (端部から 2枚 まで

の瓦 )、 むね (1枚おきの瓦 )

―iン ー

軒、けらば、むね、平部

全ての瓦

鉄線、 くぎ等で緊結

瓦の種類、部位、基準風速

に応 じた緊結方法

屋根 vS、 き材・緊結金物にさび

止め・防腐措置をすること

(改正前後で変わ りません)
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上記の他、①②の緊結方法も可能です             .      ・′

① ガイドラインの標準試験に合格した緊結方法  ② 告示第1458号の構造計算方法により安全性が確かめられた緊結方法
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完了検査又は中間検査の申請に必要 となる工事監理報告書における瓦屋根工事については、構造図

等の設計図書と、瓦工事業者が作成する品質管理記録の照合を行いますので、その旨と照合結果を

記載します

①新築

改正後の基準に

適合する必要

韓鋤対象率

・強風対策 として行 う屋根の耐風工事等への補助制度があ ります
※下記事業は、令和3年度の予算成立を前提としたものです
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下表は 2次診断 (瓦屋根診断技士等による屋根上か

なお、 2次診断の方法については、今後、改訂する

ますので、詳細についてはそちらをご覧ください

チェック項目例

らの詳細診断)の チェック項目例です

「瓦屋根標準設計・施エガイ ドライン」に掲載 し

むねの不具合 □むね瓦が移動 していないか

(浮 き、ずれ、飛散・脱落がないか)

□むね瓦が損傷・劣化 していないか

(損傷・劣化 している場合 )

□移動・損傷・劣化 した部位はどこか

□どのような金物で緊結 していたか な ど

□平部の留付け状況

(1枚 当た りの留付け箇所など)

□接合具の状況

(く ぎ、ねじなどの接合具と長さや形状 )

など

軒瓦の接合部
□軒瓦の留付け状況

(1枚 当た りの留付け箇所など)

□接合具の状況

(く ぎ、ね じ、緊結線などの接合具と長さや形状 )

など
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縄が響縁く畿騒騒督犠ふ鶴

瓦にずれや浮き上がりが生じている例 破損 している例

瓦に浮き上がりが生じている   瓦がずり下がり、葺き上に植物が
みられる

屋根の状況を把握するために、屋根には絶対登らないでください

詳細に屋根の状況を把握 したい場合は、お近 くの瓦工事業者さんにご相談 ください

強風対策 として行 う屋根の耐風工事等への補助制度があ ります (下記は令和3年度の予算成立を前提としたものです)
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お近くの瓦正事業者さんへ鋼 談ください

金翔本瓦工事業連盟ホームベージの「
加盟Ittrるの検索|か ら、お近くの工事店を検索することができます

言羊細はこちらと■http://www.yanetottjp/meibo/meibO.cgi
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その他の問い合わせ先 kenbokyo@kenchiku一 bosai.or.jp


